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議題２立地適正化計画（案）について

1. 前回の振り返り

2. 拠点区分について

3. 広域生活圏について
筑紫野市・大野城市の拠点の広域拠点化

4. 市域生活圏について
中心拠点とその機能について

西鉄五条駅周辺と西鉄太宰府駅周辺

西鉄都府楼前駅周辺

西鉄二日市駅周辺

5. 都市機能誘導区域と居住誘導区域
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将来都市構造図（都市計画マスタープラン）
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立地適正化計画とは
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前回の振り返り１（五条）
 五条の人口減少、商業の衰退はなぜ？
⇒北東部の住宅団地・集落、南東部の住宅団地を背景とした商業
集積地となる素養がある。
⇒駅はあるが、道路の状況により、集積する力が弱くなる。
⇒徒歩圏の「まち」としての利便性を提供している。
⇒学生の活動拠点としての機能低下

⇒五条のまちで買わなければいけない身近な商店としての魅力が
ない。

⇒五条周辺の交通渋滞の影響があるため、他のエリアとのネット
ワークは困難。

⇒都市機能施設は集積しているので、生活道路の事を考えれば、
コンパクトシティの中核になれる。
⇒都府楼前駅、西鉄二日市駅の他の拠点と行き来が難しい

⇒太宰府天満宮の観光と連携したまちづくりが考えられるのでは
ないか。

⇒これ以上の商業集積は困難、観光回遊道路等を整備し、観光拠
点としての立地を目指すことができる

⇒五条には飲食店がある。そのことが五条の顔となる。観光客が
流れていくようなまちづくりを推進
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前回の振り返り２（広域）
 市域を超えたまちづくり
⇒都府楼前駅周辺の人口増は生活圏が大野城市・福岡市

⇒御笠川から向こう側やはり、大野城市・筑紫野市・春日市に
ものすごく隣接しているため買い物等は他市で行う。周辺市町
村を含めた人の流れをつかんで、まちづくりに活かす必要があ
る。
⇒高雄・梅ヶ丘は二日市圏の力で人口の増加傾向に転じている。

⇒交通・商業・医療のまちを形成するピースを議論するために
は筑紫野市・大野城市の状況が必要となる。

⇒日常の便益で困るのは東北のエリアとなる。梅香苑や青山で
は、五条でなく高雄の方に向かって便益を得ることができる。
特色のあるまちづくりを交通事情とか人口分布とかを前提に考
えてみたらいいのではないか。

⇒基本的に行政界を超えた動き、市民の意識、あるは目標をも
う少し分析すべき⇒それが顕著に表れているのが五条

⇒大きな視点として必要なのは、太宰府天満宮をはじめとする
観光動態をどう考えるか、対外的には太宰府市全域が観光都市
になっています。市民の生活と裏腹になっているので、両立は
難しいが大きな視点、ポイントとして分析する必要がある。
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パーソントリップ区域図
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パーソントリップ調査



前回の振り返り３（交通）
 交通とまちづくりについて
⇒五条駅はあるが、道路の状況によって、集積する力が弱くなる。

⇒五条周辺の交通渋滞の影響があるため、他のエリアとのネット
ワークは困難。
⇒都府楼前駅、西鉄二日市駅の他の拠点と行き来が難しい

⇒車社会に対応した「まち」はいいが、高齢化が進み車の利用が
できない高齢者が暮らせるまちづくりは必要。

⇒拠点を考える上でどういうふうに特色を持たしていくのか、誘
導していくのか、道路を状況をどうしていくのかという立案の仕
方が必要。

⇒日常の便益で困るのは東北のエリアとなる。梅香苑や青山では、
五条でなく高雄の方に向かって便益を得ることができる。特色の
あるまちづくりを交通事情とか人口分布とかを前提に考えてみた
らいいのではないか。

⇒大きな視点として必要なのは、太宰府天満宮をはじめとする観
光動態をどう考えるか、対外的には太宰府市全域が観光都市に
なっています。市民の生活と裏腹になっているので、両立は難し
いが大きな視点、ポイントとして分析する必要がある。
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公共交通ネットワーク図
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公共交通サービス圏域図
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天満宮周辺交通渋滞図（休日）
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天満宮周辺交通渋滞図（平日）



前回の振り返り４（拠点）

 拠点づくりについて
⇒商業施設の移り変わり⇒まちの利便性に影響
⇒五条は太宰府天満宮の観光と連携したまちづくりが考えられるのではないか。

⇒五条には飲食店がある。そのことが五条の顔となる。観光客が流れていくよ
うなまちづくりを推進

⇒医療、お店といった身近にないと困る施設は整えておかないと実際生活に困
る。

⇒拠点を考える上でどういうふうに特色を持たしていくのか、誘導していくの
か、道路を状況をどうしていくのかという立案の仕方が必要。
⇒都市機能誘導区域は同じ位置づけでなく特色を明示すべきだ。

⇒日常の便益で困るのは東北のエリアとなる。梅香苑や青山では、五条でなく
高雄の方に向かって便益を得ることができる。特色のあるまちづくりを交通事
情とか人口分布とかを前提に考えてみたらいいのではないか。

⇒大規模店はなんでもそろう。空調も効いているし、映画館まである。どうし
ても、大規模店に引っ張られてしまう。地域の核を維持するためには、特色の
あるまちづくりが必要。

⇒いわゆる中心市街地といったまちづくりは、失敗する。特色を出してまちづ
くりをしなければならない。

⇒大きな視点として必要なのは、太宰府天満宮をはじめとする観光動態をどう
考えるか、対外的には太宰府市全域が観光都市になっています。市民の生活と
裏腹になっているので、両立は難しいが大きな視点、ポイントとして分析する
必要がある。
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15

宇美町都市計画マスタープラン
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大野城市都市計画マスタープラン
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筑紫野市都市計画マスタープラン
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福岡県区域マスタープラン（福岡都市圏）
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都市構造可視化計画
（用途地域）
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都市構造可視化計画
（人口分布）



21都市構造図

生活拠点
（宇美町）

商業・利便拠点
（白木原）

商業・利便拠点
（下大利） 交流拠点

（太宰府）

副次拠点
（紫）

副次拠点
（朝倉街道）

中心拠点
（二日市）
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まちづくりの目標について

歩いても暮らせる広域連携都市
自然と歴史資源に囲まれた、適度なまとまりをもつまちの中
で、安心・快適に暮らせ、多様な交流が育まれるまちづくり
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都市づくりの課題（案）

1. 広域的往来条件の質の向上

2. 公共交通の利便性の向上

3. 太宰府市の拠点づくり

4. 生活利便の確保に向けた居住誘導
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都市づくりの方針（案）

生活密度とコミュニティの持続

公共交通活用型生活圏の構築

生活拠点の明確化

広域的役割の向上と筑紫圏での相互補完
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